
NO．7752016 年 3月 1日 国　　　労　　　東　　　日　　　本 ①

佐
藤
委
員
（
東
京
・
神
奈
川
）

●
地
本
の
組
織
拡
大
の
取
り

組
み
と
し
て
毎
月
組
織
対
策

会
議
を
開
催
。
新
規
採
用
者

獲
得
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
め
、
加
入
を
呼
び
か
け
て

い
く
。

●
組
織
対
策
費
の
継
続
を
本

部
に
求
め
る
。

●
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て
は

戦
術
で
あ
り
目
的
に
な
っ
て

は
な
ら
な
い
。

秋
山
委
員
（
仙
台
）

●
国
労
統
一
要
求
で
取
り
組

む
べ
き
だ
。
全
国
単
一
体
と

し
て
の
優
位
性
を
発
揮
し
て
、

客
貨
一
体
と
な
り
、
貨
物
で
の

ス
ト
ラ
イ
キ
を
要
請
す
る
。

●
業
務
委
託
に
お
け
る
実
習

等
の
問
題
に
つ
い
て
労
基
署

に
相
談
し
、
支
社
前
や
仙
台

駅
前
で
は
委
託
化
反
対
の
宣

伝
行
動
を
計
画
し
て
い
る
。

●
職
場
か
ら
の
改
善
を
通
し

て
組
織
拡
大
へ
と
取
り
組
む
。

佐
藤
委
員
（
新
潟
）　

●
保
線
職
場
で
の
要
員
不
足
、

技
術
継
承
が
急
務
で
あ
り
、

業
務
に
必
要
な
要
員
配
置
の

声
を
上
げ
て
い
く
。

●
新
潟
県
で
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
支
援

集
会
を
２
月
７
日
に
国
労
が

中
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

●
16
春
闘
で
は
、
国
労
が
一

体
と
な
っ
て
闘
う
こ
と
が
大

幅
賃
上
げ
・
労
働
条
件
の
改

善
に
繋
が
る
。
一
人
で
も
多
く

の
組
合
員
を
結
集
さ
せ
て
取

り
組
む
。

小
林
委
員
（
盛
岡
）　

●
分
会
活
動
の
活
性
化
と
共

有
化
し
た
具
体
的
な
戦
術
の

取
り
組
み
で
組
織
拡
大
へ
繋

げ
る
。

●
山
田
線
の
復
旧
は
岩
泉
線

の
二
の
舞
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
エ
リ
ア
か
ら
の
本
社
申

し
入
れ
を
活
か
し
て
、
早
期

復
旧
に
向
け
交
渉
し
て
い
く
。

●
北
海
道
新
幹
線
開
業
に
伴

う
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
出
向
問

題
が
あ
り
、
エ
リ
ア
と
し
て

の
支
援
を
要
請
す
る
。

●
16
春
闘
で
は
交
渉
を
重
視

し
、
ス
ト
等
の
戦
術
は
エ
リ

ア
本
部
が
判
断
す
る
べ
き
だ
。

加
藤
委
員
（
千
葉
）

●
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
千
葉
支
店
と
の

交
渉
問
題
を
エ
リ
ア
に
要
請

し
て
き
た
が
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
本

社
と
の
交
渉
の
遅
れ
の
原
因

は
何
か
。

●
業
務
委
託
・
外
注
化
が
重

大
事
故
に
繋
が
っ
て
い
る
。

本
社
へ
技
術
継
承
・
要
員
不

足
に
つ
い
て
交
渉
を
求
め
る
。

●
16
春
闘
で
は
地
本
か
ら
エ

リ
ア
に
ス
ト
要
請
を
行
っ
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
闘
い
を

構
築
し
、
安
倍
政
権
と
の
闘

い
と
も
結
合
し
て
闘
う
べ
き
。

　国労東日本本部は、２月８日に埼玉県さいたま市で第 33回拡大委員会を開催しました。
　討論では、青年部坪井常任委員の特別発言を含め 13名が発言、2016 春闘、組織強化・
拡大をはじめとする当面する闘争方針を確立しました。
　今号は委員会特集号として委員長挨拶、委員からの発言要旨と書記長集約を掲載し、報告
とします。

　

昨
年
、
安
倍
政
権
は
、｢

集

団
的
自
衛
権
行
使｣

や｢

Ｐ
Ｋ

Ｏ
で
の
武
力
行
使
容
認｣

等
の

戦
争
法
を
強
行
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
地

方
経
済
や
労
働
者
へ
の
波
及
は

薄
く
、
企
業
の
設
備
投
資
や
個

人
消
費
を
押
し
上
げ
る
力
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

今
年
７
月
に
は｢

戦
争
法｣

と｢

憲
法
改
正｣

が
大
き
な
争

点
と
な
る
第
23
回
参
議
院
選
挙

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、

立
憲
主
義
と
平
和
主
義
を
貫
く

た
め
に
も｢

戦
争
法｣

に
反
対

す
る
勢
力
の
躍
進
を
勝
ち
取
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
大
震
災
そ
し
て
東
京

電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら

間
も
な
く
５
年
。
鉄
道
の
復
旧

や
被
災
者
の
生
活
再
建
は
決
し

て
早
い
も
の
で
は
な
く
、
原
発
再

稼
働
に
前
の
め
り
に
な
っ
て
い
る

安
倍
政
権
や
国
は
、
改
め
て
災

害
弱
者
の
実
情
に
目
を
向
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
第
２
四
半
期

決
算
は
、
単
体
及
び
連
結
い
ず

れ
も
増
収
・
増
益
と
過
去
最
高

を
計
上
し
た
一
方
で
、
昨
年
は

重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
や
大
規
模

輸
送
障
害
を
連
続
し
て
発
生
さ

せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
背
景
に
は

｢

進
ま
ぬ
技
術
継
承｣

、｢

安
全
意

識
の
低
下｣

、
協
力
会
社
を
含
む

｢

要
員
不
足
」
な
ど
の
問
題
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

東
日
本
本
部
は
、
安
全
・
安

定
輸
送
の
確
立
、
労
働
条
件
の

改
善
並
び
に
向
上
を
目
指
す
闘

い
と
併
せ
て
、
関
連
会
社
と
の

労
働
協
約
締
結
と
交
渉
ル
ー
ル

の
確
立
へ
の
取
り
組
み
や
、
関
連

会
社
の
友
好
関
係
に
あ
る
労
働

組
合
と
の
連
携
強
化
と
い
っ
た
重

要
な
課
題
に
つ
い
て
も
、
各
地
方

本
部
と
連
携
し
、
前
進
で
き
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。

　

２
月
12
日
の
要
求
提
出
以
降
、

２
０
１
６
春
闘
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
本
部
・
本
社
間
の
交
渉
は

も
と
よ
り
、
職
場
か
ら｢

仕
事

総
点
検
運
動｣

と｢

一
人
一
要
求

運
動｣

を
柱
に
全
組
合
員
参
加

の
春
闘
を
構
築
し
、
組
織
強
化
・

拡
大
の
取
り
組
み
も
春
闘
と
結

合
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
本
部
も
地
方
本
部
と

連
携
し
、
２
０
１
６
春
闘
の
要

求
獲
得
、
組
織
強
化
・
拡
大
に

全
力
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

諸
闘
争
の
先
頭
に
立
っ
て
頑
張

る
決
意
を
申
し
上
げ
、
東
日
本

本
部
執
行
委
員
会
を
代
表
し
て

の
挨
拶
と
し
ま
す
。

勝又委員
東京地本
副議長

小泉委員
盛岡地本
議長
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鈴
木
委
員
（
東
京
・
上
野
）

●
組
織
対
策
費
は
、
組
織
拡

大
に
は
欠
か
せ
な
い
の
で
継

続
し
た
取
り
扱
い
を
求
め
る
。

●
16
春
闘
で
は
、
春
闘
統
一

要
求
で
の
55
歳
以
上
在
職
条

件
や
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
待
遇

改
善
を
求
め
る
。
ス
ト
に
つ

い
て
は
重
要
な
戦
術
だ
け
に

本
部
に
見
解
を
求
め
る
と
共

に
、
職
場
ま
で
丁
寧
な
議
論

を
踏
ま
え
て
決
定
す
る
べ
き
。

◆
佐
藤
書
記
長
・
中
間
答
弁

〇
貨
物
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ

い
て
は
、
要
請
を
中
央
戦
術

委
員
会
に
反
映
し
て
い
く
。

〇
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
千
葉
支
店
と
の

交
渉
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
り
組
む
。
今
後

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
本
社
か
ら
千
葉
支

店
に
担
当
者
が
出
向
い
て
対

応
す
る
。

石
塚
委
員
（
仙
台
）

●
16
春
闘
は
、
職
場
の
声
を

要
求
化
し
闘
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
第
１
８
６
回
中
央

委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
統
一

要
求
に
基
づ
き
取
り
組
む
。

●
業
務
委
託
化
が
駅
で
行
わ

れ
て
い
る
。
Ｔ
Ｓ
Ｓ
へ
の
出
向

で
労
働
条
件
の
改
善
に
努
力

し
て
い
る
。

宇
佐
美
委
員
（
秋
田
）

●
秋
田
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

で
業
務
委
託
が
さ
れ
、
プ
ロ

パ
ー
社
員
は
劣
悪
な
労
働
条

件
で
働
か
さ
れ
て
い
る
。

●
16
春
闘
で
は
統
一
要
求
額

１
５
，
０
０
０
円
獲
得
に
向
け

た
取
り
組
み
が
大
切
。

●
す
べ
て
の
希
望
者
が
健
康

管
理
手
帳
を
取
得
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
む
。

矢
澤
委
員
（
長
野
）

●
信
州
ロ
ジ
・
貨
物
の
労
働

条
件
改
善
に
向
け
て
交
渉
を

取
り
組
ん
で
き
た
。

●
ア
ス
ベ
ス
ト
手
帳
の
取
得
、

遠
距
離
通
勤
の
解
消
、
技
術

継
承
の
取
り
組
み
を
エ
リ
ア

に
要
請
す
る
。

●
16
春
闘
の
ス
ト
を
含
め
た

具
体
的
な
戦
術
に
つ
い
て
は
、

職
場
の
仲
間
の
丁
寧
な
議
論

を
踏
ま
え
て
お
願
い
し
た
い
。

槙
田
委
員
（
高
崎
）

●
組
織
対
策
会
議
で
１
職
場

１
名
、
40
名
拡
大
を
目
標
と

し
た
。

●
反
合
理
化
は
、
会
社
の
経

営
姿
勢
を
厳
し
く
追
及
す
る

必
要
が
あ
る
。

●
16
春
闘
は
中
央
委
員
会
決

定
に
基
づ
き
、
全
職
場
で
ス

ト
ラ
イ
キ
体
制
を
確
立
し
て

い
る
。

年
策
定
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
以
降
、
安
全
・
安
定
輸
送

の
根
幹
を
揺
る
が
す
輸
送
障

害
や
ト
ラ
ブ
ル
発
生
は
、
根

本
原
因
を
見
定
め
対
応
を
図

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

仕
事
・
安
全
総
点
検
を
職

場
か
ら
強
め
改
善
要
求
を
明

ら
か
に
し
、
地
方
の
課
題
、

本
部
の
課
題
を
明
確
に
し
、

交
渉
へ
反
映
す
る
。
情
報
の

共
有
化
と
取
り
組
み
の
意
思

統
一
を
図
る
た
め
、
必
要
に

お
い
て
業
長
・

職
協
代
表
者
会

議
な
ど
開
催
す

る
。

【
政
治
闘
争
の
強

化
】

●
安
倍
自
公
政

権
が
進
め
る
国

民
無
視
の
政
策

に
対
し
、
私
た

ち
労
働
組
合
の

任
務
も
極
め
て

重
要
で
あ
る
。

戦
争
法
案
反
対
、

辺
野
古
新
基
地

建
設
反
対
の
取
り
組
み
な
ど

を
全
力
で
取
り
組
む
。

●
３
．
11
東
日
本
大
震
災
か

ら
５
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
。
私
た
ち
に
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
収
束
さ

れ
な
い
原
発
事
故
と
風
評
被

害
に
今
も
苦
し
め
ら
れ
て
い

る
福
島
県
の
現
状
を
全
国
に

伝
え
る
と
と
も
に
、
風
化
さ

せ
な
い
取
り
組
み
を
継
続
さ

せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

脱
原
発
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
へ
の
転
換
を
求

め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
引

き
続
き
、
国
労
フ
ク
シ
マ
交

流
、３
．
12
反
原
発
集
会
、３
．

26
全
国
集
会
等
、
積
極
的
に

取
り
組
む
。

人
ひ
と
り
が
拡
大
に
向
け
ど

う
具
体
的
な
運
動
に
関
わ
っ

て
い
く
か
、
ど
う
い
う
テ
ー

マ
を
持
っ
て
拡
大
に
当
た
る

か
、
と
い
う
具
体
的
な
拡
大

方
針
を
改
め
て
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
持
ち
合
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

●
東
日
本
本
部
と
し
て
Ｊ
Ｒ

本
体
、
Ｊ
Ｒ
関
連
会
社
に
お

け
る
国
労
加
入
に
向
け
た
取

り
組
み
の
強
化
と
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

―
Ｕ
と
の
信
頼
関
係
の
醸
成

と
協
同
を
追
及
し
て
い
く
。

【
労
働
条
件
に
関
す
る
協
約

改
訂
、「
合
理
化
」
反
対
、

安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
、

労
働
条
件
に
改
善
の
闘
い
】

●
「
グ
ル
ー
プ
経
営
構
想
Ⅴ
」

に
基
づ
き
、
会
社
の
吸
収
・

分
割
な
ど
更
な
る
効
率
化
と

収
益
確
保
の
施
策
が
展
開
さ

れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
Ｊ

Ｒ
貨
物
に
お
い
て
も
同
じ
状

況
と
い
え
る
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
第
６
次

５
カ
年
計
画
「
グ
ル
ー
プ
安

全
計
画
２
０
１
８
」
を
一
昨

●
全
国
単
一
組
織
と
し
て
、
地

域
の
仲
間
か
ら
の
信
頼
は
国

労
の
財
産
で
あ
る
。

青
木
委
員
（
東
京
・
上
野
）

●
16
春
闘
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ

を
構
え
る
準
備
を
し
て
、
要

求
前
進
の
た
め
東
日
本
本
部

の
決
意
を
求
め
る
。

●
委
託
駅
の
「
運
行
関
係
業

務
」
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ

を
要
請
す
る
。

●
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
労
組
と
の
無
原

則
的
な
共
闘
は
行
う
べ
き
で

は
な
い
。
東
日
本
本
部
の
見

解
を
求
め
る
。

出
羽
委
員
（
水
戸
）

●
第
１
８
６
回
中
央
委
員
会

の
方
針
と
集
約
が
違
っ
て
い

る
。
戦
術
委
員
会
で
判
断
を

求
め
る
。

●
組
織
拡
大
目
標
獲
得
に
向

け
て
行
動
し
て
い
く
。

●
出
向
先
の
労
働
条
件
改
善

に
向
け
て
申
し
入
れ
の
検
討

を
要
請
す
る
。

●
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る

闘
い
に
全
力
を
上
げ
る
。

●
第
１
８
６
回
拡
大
中
央
委

員
会
の
本
部
方
針
と
書
記
長

集
約
の
乖
離
に
つ
い
て
は
、

中
央
戦
術
委
員
会
で
見
解
を

求
め
、
中
央
執
行
委
員
会
と

し
て
の
考
え
方
を
求
め
る
。

【
２
０
１
６
春
闘
に
つ
い
て
】

●
国
労
統
一
要
求
額
１
５
，

０
０
０
円
、
非
正
規
労
働
者

の
底
上
げ
、
労
働
条
件
改
善

に
つ
い
て
、
第
１
８
６
回
拡

大
中
央
委
員
会
で
春
闘
方
針

が
決
定
し
た
。

　

闘
争
指
示
39
号
「
当
面
す

る
闘
い
の
展
開
」
に
基
づ
き

東
日
本
本
部
と
し
て
、
12
日

に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
申
し
入
れ

を
行
う
。
引
き
続
き
、
Ｊ
Ｒ

関
連
会
社
に
対
し
て
も
新
賃

金
改
善
等
の
申
し
入
れ
を
行

う
こ
と
と
す
る
。

【
組
織
の
強
化
・
拡
大
】

●
本
部
指
令
を
受
け
、
組
織

強
化
拡
大
運
動
を
取
り
組
ん

で
き
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、

昨
年
の
大
会
以
降
10
名
の
拡

大
が
進
ん
で
い
る
。
何
よ
り

大
切
な
こ
と
は
、
組
合
員
一


